
新
庁
舎
建
設
の
進
め
方

平成 23 年３月
東日本大震災

平成 28 年４月
熊本地震

●平成 24 年２月設置
　市役所内職員で構成する
　委員会

垂水市役所本庁舎
建築年：1958年（昭和33年）
築年数：60年

●市町村役場緊急保全事業を創設
　平成32年までの限定措置

課題解決のために・・・

●平成 29 年３月策定
　新庁舎の必要性などをま
　とめた報告書

●平成 29 年 11 月策定
　基本的な考え方や方針等
　を定めたもの

●平成 30 年２月実施
　基本構想を公表し、市民
　より意見を募集

●平成 30 年度～ 31 年度

●平成 32 年度～ 34 年度

●平成 34 年度内～

●平成 30 年５月実施
　基本計画の説明会

●平成 29 年６月設置
　学識経験者や市内関係団
　体からの推薦者で構成さ
　れた委員会。新庁舎建設
　に対して、専門的かつ市
　民目線で検討を行う組織

●平成 30 年３月設置
　設計業務に必要な情報等をまとめ
　たもの（整備位置、規模、事業費、
　事業手法、整備スケジュール等）

庁内検討
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パブリックコメント

住民説明会

設計業務

建設工事

供用開始

基本計画

基本計画の策定について

Q基本計画の策定経過はどう感じましたか？

　平成 28 年熊本地震を受けて全国的に庁舎建築の耐

震化が進められています。またいつ震災がくるかも分

からない中で国の事業等も使いながらやっていくとな

ると、このタイミングで取り組むのが垂水市にとって

ベストなのではないかと私は考えます。

要望書

公募型プロポーザル方式で
事業者を選定

本市に相応しい庁舎設計業務を行う
パートナーとなる設計事業者を事業者
からの企画・提案を受けて選定します。

ワークショップで
市民意見の反映

外部検討
委員会

提言書

６
つ
の
課
題
と

５
つ
の
基
本
方
針

　

現
在
の
庁
舎
は
、
基
本
構
想
に
お
い

て
６
つ
の
大
き
な
課
題
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
を
図
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
防
災
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
５
つ
の

基
本
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

基本方針 基本的必要機能

❶市民に親しまれる、
　やさしい庁舎

①ユニバーサルデザイン
②窓口・案内機能
③市民交流・協働機能
④情報受発信機能

❷市民生活を守る防災拠点
　としての庁舎

①耐震性・安全性
②防災拠点機能
③セキュリティ機能

❸効率的・経済的な庁舎

①執務機能、② ICT 機能
③福利厚生機能
④施設管理機能
⑤コスト縮減

❹市民に開かれた議会機能
　を備えた庁舎

①議会機能、
②議会情報発信機能

❺地球環境に配慮し、周辺
　環境と調和した庁舎

①省エネ・環境配慮機能、
②周辺環境配慮

庁
舎
機
能
に
つ
い
て

Ｑ
新
庁
舎
は
ど
の
よ
う
な
機
能
が

　

必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　
庁
舎
に
若
い
人
も
立
ち
寄
れ

る
空
間
が
あ
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
勉
強
が
で
き
た

り
、
情
報
に
触
れ
た
り
す
る
多

目
的
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
か
ら
、
庁
舎
の
会
議
室
と

か
も
市
民
に
開
放
し
て
使
っ
て

も
ら
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
新

庁
舎
が
街
の
中
心
地
の
一
部
と

い
う
形
に
な
っ
て
歩
行
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
街
の

シ
ン
ボ
ル
に
な
る
と
い
う
こ
と

も
大
事
で
す
ね
。
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
は
長
年
地
域
に
親
し
ま
れ

て
い
る
建
物
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
今
の
庁
舎
も
記
憶

と
し
て
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

1施設 ･ 設備の老朽化 4バリアフリーへの対応

2本庁舎の狭あい化 5市民の安全・安心の確保

3行政運営上の課題 6高度情報化への対応

現庁舎６つの課題

５つの基本方針とその機能

市民向け設計ワークショップ
基本計画では庁舎の機能について、「基
本的必要機能」のほかに「具体的整備機
能」についても示されています。今後、
市民で意見を出し合う機会としてワーク
ショップを開催し、市民の皆様の声を聞
きながら具体化されます。

鰺
坂

教
授に聞きまし

た
！
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